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―― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 ――

2024 年 2月 

 

 

有機リン剤中毒解毒剤 

プラリドキシムヨウ化物注射液 

  

  

 
このたび、標記製品の「使用上の注意」を自主改訂いたしましたので、お知らせいたします。 

今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

 

【改訂内容】改訂箇所を抜粋 

改訂後（   ：追記・変更箇所） 改訂前 
8.重要な基本的注意 

本剤を投与中の患者において、実際の血糖値よりも高

値を示すことがあるので、血糖測定用試薬及び測定器

の血糖測定値に対する影響について、事前に製造販売

業者から情報を入手すること。本剤を投与中の患者で、

実際の血糖値よりも高値を示すことがあり、その偽高

値に基づきインスリン等の血糖降下剤を投与すること

により、昏睡等の重篤な低血糖症状があらわれるおそ

れがある。［12.1 参照］ 

8.重要な基本的注意 

本剤を投与中の患者において、実際の血糖値よりも高

値を示すことがあるので、血糖測定用試薬及び測定器

の血糖測定値に対する影響について、事前に製造販売

業者から情報を入手すること。本剤を投与中の患者で、

実際の血糖値よりも高値を示すことがあり、その偽高

値に基づきインスリン等の血糖降下剤を投与すること

により、昏睡等の重篤な低血糖症状があらわれるおそ

れがある。［12.参照］ 
12.臨床検査結果に及ぼす影響 

12.1 血糖測定値に影響することがあるので注意するこ

と。本剤の紫外部吸収スペクトルが pHにより変化する

こと、又は、本剤に含まれるヨウ素イオンが測定電極に

影響を及ぼすことが、原因として報告されている。［8.

参照］ 

12.2 血清クロール値が見かけ上高値を示すことがある。

本剤に含まれるヨウ素イオンが測定電極に影響を及ぼ

すことが報告されている。 

 

12.臨床検査結果に及ぼす影響 

血糖測定値に影響することがあるので注意すること。

本剤の紫外部吸収スペクトルが pH により変化するこ

と、又は、本剤に含まれるヨウ素イオンが測定電極に影
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照］ 

 

 

 

次頁に改訂理由を記載していますので、あわせてご参照ください。 
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【改訂理由】自主改訂 

「12.臨床検査結果に及ぼす影響」に「12.2」として「血清クロール値が見かけ上高値を示すことがあ

る。本剤に含まれるヨウ素イオンが測定電極に影響を及ぼすことが報告されている。」を追記。 

 

血液生化学検査（イオン選択電極法（ISE法）、電量滴定法(coulometry)）において、ヨウ素イオンの影

響でクロール値が見かけ上高値となる可能性が知られており、本剤（有効成分：プラリドキシムヨウ化

物）で「偽性高クロール」の報告が集積されたため、「12.臨床検査結果に及ぼす影響」に血清クロール

値が見かけ上高値を示すことがあること、その原因について記載しました。 

また、12.2 項の新設に伴い「8.重要な基本的注意」の参照項を記載整備しました（［12.参照］→［12.1

参照］）。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

このお知らせ及び最新の電子化された添付文書は、弊社の医療関係者向けサイト（アドレス：https://sumitomo-pharma.jp/）で 
ご覧になれます。この改訂内容は医薬品安全対策情報（DSU）No.324 に掲載され、PMDA メディナビで配信される予定です。 

また、添付文書閲覧アプリ「添文ナビ®」で以下の GS1 バーコードを読み取ることで、PMDA ホームページ上の最新の電子化され 

た添付文書や関連情報をご覧いただけます。 
当該製品の GS1 バーコードはこちら 

パム静注 
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